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令和５年度堺市スタートアップ実証推進事業の 

支援企業が決まりました 
 

堺市では、イノベーションを創出するスタートアップ等の支援や堺市における社会課題の解決を図るため、令和 3 年

度より堺市スタートアップ実証推進事業を実施しています。今年度は、5 月 17 日～7 月 11 日の間堺市内で実証

事業の実施を希望する新たなビジネスアイデアを募集したところ、全国から31件の応募がありました。このたびS-Cube

（株式会社さかい新事業創造センター）に設置した「さかいスタートアップ トライアル ラウンドテーブル」（※）による

審査の結果、支援対象企業４者が決定しました。今後、順次実証事業実施に向けた支援を行います。 

 

※さかいスタートアップ トライアル ラウンドテーブル 

スタートアップ等が提案する事業内容を目利きし、産学官金連携により、支援する仕組み。構成は大阪公立大学、

南海電気鉄道株式会社、日本政策金融公庫、株式会社マクアケ、株式会社ジェイコムウエスト堺局、堺市産業振

興センター、堺市。 

 

1 支援対象企業 （五十音・アルファベット順） 

●タイガー魔法瓶株式会社 大阪府門真市速見町 3 番 1 号 

●株式会社ルーアンライト 大阪府茨木市東中条町 8-2 

●株式会社 cizucu 京都府京都市下京区二帖半敷町 647 オンリー烏丸ビル engawa KYOTO 

●株式会社 Zene 東京都千代田区大手町 1 丁目 5-1 大手町ファーストスクエア イーストタワー4 階 

 

2 支援内容 

（1）各種サポート 

①市内公共施設、協力企業が有する施設などの実証フィールドの提供 

②民間事業者との連携により、実証事業実施に必要な支援を行う 

③行政課題の提供（堺市の担当部署の紹介等） 

④実証事業の PR 支援 

⑤補助金の交付  等 

※支援対象企業のニーズ等に応じて、上記の各種サポートを実施します。 

（2）補助金の交付 

補助対象経費 施設利用料やプロトタイプ製作費などの実証事業にかかる費用 

補   助   率 2 分の 1 以内（補助上限額 100 万円） 

補助対象期間 交付決定日から令和６年 3 月 31 日（日）まで 

 



 

3 支援企業のビジネスアイデア（企業名の五十音・アルファベット順） 

 

問
い
合
わ
せ
先 

 

（堺市スタートアップ実証推進事業の実証事業等について） 

担 当 課：さかい新事業創造センター（S-Cube）  

電 話：072-240-3775     

フ ァ ッ ク ス：072-240-3662 

（補助金制度について） 

担 当 課：産業振興局 産業戦略部 イノベーション投資促進室 

中百舌鳥イノベーション創出拠点担当  

電 話：072-228-7629     

フ ァ ッ ク ス：072-228-8816 

 

企業名（代表者） ビジネスアイデアの概要 実証概要 

タイガー魔法瓶株式会社 

（代表取締役社長 

菊池 嘉聡氏） 

大阪府門真市 

「ハンディ型」ICタグ読取リーダで

「ICタグ付水筒」をスキャン・記録

し、園外保育時の園児置き去りを

防止 

園外保育時に園児にICタグ付水筒を持たせ、保

育士がICタグ読取リーダでスキャンする。スキャン

した結果はその場で付き添いの保育士がスマート

フォンで確認及び園でも確認することができる。こ

れによる園児の置き去り対策としての有効性を検

証する。 

株式会社ルーアンライト 

（代表取締役 

大坪 さやか氏） 

大阪府茨木市 

放課後の習い事に「こどもだけの料

理教室ゆめつぼ」の導入 

こども園等の施設を利用したこども料理教室を開

催し、施設を活用した場合の課題点等の洗い出

しや、園側との連携による保護者や施設負担に

ついて検証する。 

株式会社 cizucu 

（代表取締役  

太田 優成 氏） 

京都市下京区 

コミュニティ・ストックフォトアプリ

「cizucu」を活用した地域住民とと

もに創り上げる魅力発掘・発信フォ

トコンテスト 

地域の魅力を発見・発掘する誰でも参加できる

フォトコンテストを開催し、駅舎などで受賞作品の

展示会を開催する。フォトコンテストや展示会が

開催されることで訪れる人や地域経済にどのよう

な変化を及ぼすことができるかを検証する。 

株式会社 Zene 

（代表取締役 

井上 昌洋 氏） 

東京都千代田区 

縄文人度ゲノム解析による古代史

リテラシーとゲノム解析による健康リ

テラシーの醸成 

イベント等でゲノム解析サービスの説明を行った後

にだ液の提供を受け、解析し、結果を本人に返

す。その際、アンケートに参加いただき、健康リテラ

シーの向上に変化を及ぼすかを検証する。 


